
（３）協議 

  ③小中一貫校の推進にあたって 

   ◇基本的な考え方 

小中一貫教育をすすめるにあたっては、市町村教育委員会の明確な方針のもと

で、各学校が主体的に取り組み、県はそれを支援していく。 

(ｱ) 必要な教員研修の整理 

 

①総合教育センターでの研修 

○管理職を対象にした、小中一貫教育についての研修 

→モデル校での成果や課題を踏まえた研修 

→校内研修等教員育成の在り方について 

   

○一般教員を対象にした自己研鑽のための研修 

    →小中一貫導入に関する研修 

→義務教育９年間を見通した教科指導等についての研修 

→義務教育９年間を見通した生徒指導についての研修 

    

   ○年次研修での啓発 

    →小中一貫教育についての説明等 

→義務教育９年間を見通した教科指導等についての研修 

→義務教育９年間を見通した生徒指導についての研修 

 

②その他小中一貫教育校を推進する各市町村単位で行う研修等へのサポート 

 〔他県等からの聞き取りより〕 

○小中一貫教育の担当者に対するオリエンテーション(市) 

 ○校長会、教頭会における小中一貫についての説明会の実施（市） 

 ○小中一貫教育推進についての冊子の作成及び配布（市） 

 ○小中合同研修会の実施(市) 

  →小中の教員が互いを理解することをねらいとする。 

  →小中での指導方法の違いや良さについての理解 

  →児童生徒の学習や生活の状況の理解 

○小中一貫教育に関する出前講座〔各学校で実施〕（県） 

○小中一貫教育スタートアップセミナーを開催(県) 

    →各学校長等、市町村の指導主事が参加 

    →各学校、市町村教育委員会に配布 

    →トップダウンではなく、各学校からのボトムアップがねらい 
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